
地域交流の場ぽつぽつ 成年後見制度編  1 月 27 日  活動報告 

 

 9時30分 南街公民館202に集合 

参加者名簿 次第(本日の流れ確認)当日の配布資料 

 

講師  認知症看護特定認定看護師   吉沢 奈美様 

役割   

司会 (XX さん) 

受付 (XX ん、XX さん)(配布資料) 

カメラマン (XX)   施設設営(XX さん、XX さん、XX さん) 終わりの挨拶(XX)  

参加者の詳細は以下になります。 

性別 男性 2 人 女性 16 人 合計 18 人 

 

配布資料 「認知症の当事者と家族の理解～地域にいる私たちができること～」 

     「もの忘れ外来案内資料」 

「地域交流の場ぽつぽつ 2 月 27 日の案内チラシ」 

「アンケート」 

「もの忘れあんしん相談会案内資料」 

 

実際の状況を報告致します。 

全体の様子 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回のテーマが「認知症の当事者と家族の理解～地域にいる私たちができること～」になり 

ます。「認知症」は誰しも起こりえる事です。 

当事者の言葉：認知症になると、不便だけれど、不幸ではない 

この当事者の言葉が心に染みました。認知症への知識・発症原因・治療法・関わり方 

等を学習し、自分事として「正しくそなえる」ことができる様に進めていきます。 

 

 

 

講師の吉沢さんの資料にて進めていきます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症の定義になります。 

認知症には、診断を受けた、ほとんどの人に見られる「中核症状」と「行動心理症状」 

があります。 

 

中核症状：日付や曜日が分からなくなる (見当識障害)。 

仕事や家事の要領が悪くなる (実行機能障害)。 

 

行動心理症状：イライラする場面が多くなる。 

今までの日課をしなくなる。 

自分のものを誰かに盗まれたと主張する。 

 

 

講師の吉沢さんから、 

事例を頂きました。 

『先程、受付時に渡したチョコレートを返して下さい。』 

 

突然の事例に参加者・協議体構成員全員戸惑いました。 

否定も肯定も出来ず、戸惑う事しか出来なかったです。 

あるはずがない「チョコレート」をどう返答すれば良いか？ 

改めて「認知症」の方との向き合い方を学習しなくてはと 

心構えが高まりました。 

 

次に、認知症の主な原因疾患を学んでいきます。 

     



「認知症」の発症原因や症状に対する対処方法はさまざまです。 

認知症を大きく分けると 4 種類に分類する事ができ「4 大認知症」と呼ばれています。 

      

  

  

認知症は脳の病気です。脳に異常が起こることによって発症します。 

異常が起きた部分と、現れる症状には深い関連性があるとされています。 

 

  

最近では認知症の予備軍である 

軽度認知症(MCI)が注目されています。 

MCI とは、もの忘れの自覚はあるが 

生活に支障がない状態です。 

MCI の段階で対策をとることで、 

認知症への移行を防いだり、移行を 

遅らせる事を期待できます。 

 

 



 認知症への移行を防ぐ、認知症抗体薬について 

   

アルツハイマー病は「アミロイドβ」と呼ばれるタンパク質の異常が病気を引き起こす 

と言われています。 

治療薬はあくまでも進行を遅らせる目的の薬になります。 

実際に治療の流れを確認してイメージ化していきましょう。 

    

日常生活で気になる所がありましたら「相談・受診」をしましょう。 

何事も早期発見が大事になります。予防するには？講師からポイントを教えて頂きました。 

 

1.食習慣の改善            (バランスの良い食事。ビタミン摂取も大事) 

2.運動習慣                (有酸素運動を中心とした運動が効果的) 

3.対人接触を増やす (脳の活性化が促されます。地域の交流会への参加がお勧めです) 

4.趣味を始める         (趣味を持つことが認知症のリスクを低下させます) 

5.睡眠週間の改善          (十分な睡眠が必要です。毎日 7～8 時間が最適) 

 

 



最後に、日本認知症本人ワーキンググループの副代表 佐藤雅彦さんより希望の言葉を頂きました。 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

とても心に響く言葉です。認知症の方と関わっていく助言を頂きました。 

 

認知症を学ぶことは参加者にとって関心が高く、質問も多く頂きました。 

配布資料の中身が分かりやすい内容であり、ご家族と話す機会になればと思います。 

 

 

アンケートの結果集計 

◎次回の認知症について聞きたい内容を教えて下さい。 

認知症の方が喜ぶこと：3名     認知症の方にしてはいけないこと：4名 

アルツハイマー型認知症とは：3名  レビー小体型認知症とは：7名  

その他：0名 

 

◎自由懇談の時間 

 満足：12名  普通：5名  やや不満：0名  不満：0名 

 

◎今回の企画で感想や印象に残ったことがありましたらご記入下さい。 

・認知症について分からない事が多かったけど、少し分かるようになった。 



 ・友人との関わりが大切だと思いました。 

この様な話は家族も聞いて欲しい事だなと思いました。 

・パンフレットを見て読み返したいと思います。 

・分かりやすくて、あっという間に終わりました。 

・大変参考になりました。感謝！ 

 ・認知症の講習とスマホの講習が被っていたが認知症の講習を選んで良かったです。 

 ・認知症の人でも普通の生活が出来れば楽しく暮らせるので良いです。 

・認知症についての内容で細かい所まで教えてもらいありがとうございました。 

  ・東大和病院で認知症看護特定認定看護師の方が居る事を知りました。 

   とても良く分かるお話しでした。大変勉強になりました。 

 

◎今後「地域交流の場ぽつぽつ」で取り上げたいテーマありましたらご記入下さい。 

  ・食生活について 

  ・体調管理 

  ・スマホの講習をやって欲しい 

  ・栄養相談もやって欲しい 

  ・生前贈与に」ついて 

  

次回のテーマは「薬剤師の目線から認知症予防を学ぼう」です。 

認知症の学習第 2弾になります。新たな参加者も増えていき順調に交流会がカタチ 

として出来ていくのを感じています。 

今後も地域交流の場ぽつぽつでの交流会が盛んになることを目指していきます。 

  

                  


